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＞＞ 資生堂銀座ビル
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2015年 第56回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2015年で56回を数えます。

東側夕景。
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〜
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通
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・
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〇
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椿
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光
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。
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搬
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︱
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造
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。
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イ
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通
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醸
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光
を
反
射
さ
せ
て
和
ら
げ
、

環
境
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快
適
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寄
与
し
て
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る
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ま
た
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複
雑
な
三
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元
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ア
ル
ミ
キ
ャ
ス
ト
の
製

造
と
シ
ェ
ー
ド
ユ
ニ
ッ
ト
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組
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立
て
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取
り
付
け
に
際
し
て
は
、
３
Ｄ
構
造
解

析
を
は
じ
め
緻
密
な
検
討
が
な
さ
れ
、

高
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な
技
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が
結
集
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
は
、
地
下
二
階
、
地
上
一
〇
階
、

選
評

1階エントランスホール。1階は、店舗が連なる並木通りの街並みに併せ
て店舗とレストランへの入口となる。

未来唐草。アルミキャストのシェード。ブランドを
象徴するイメージをもとに考案された。
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た屋上庭園や銀座の賑わいへの貢献を意
識した1階路面での店舗配置やファサー
ドなどの設計思想に至るまで、ふんだん
にこの想いを盛り込んだ。これらを通じ
銀座本店として恥じないものとなること
ができたと自負している。そしてこれら
を作り込んでいくには設計者、施工者、
当社の三者の十分な意思疎通と全員の

「良いビルを建てたい」との想いが欠かせ
なかった。全ての関係者に感謝したい。

　資生堂発祥の地、銀座に建つ当ビルは
価値創造の拠点としての役割に加え、訪
れる方に「いかに資生堂を感じていただ
くか」、また同時にここで働く社員にと
っては「資生堂とは何者かを感じられる」
ことを意識して企画された。当社デザイ
ンの象徴である唐草文様をモチーフにし
た外装や花椿のマークをかたどった吹き
抜け空間などの視覚的なものから、樹木
選定において周辺生態系との調和を図っ

「資生堂」を感じていただけるビルに建築主
より

展開し、デザイン・技術・環境の融合に
よって、新しい付加価値を持つ建築の創
造に挑戦した。オリジナルデザインの

「未来唐草」で構成された外装は、自然光
や視線の制御をしながら流麗な景色・イ
ンテリアを創出している。そしてこの価
値創造拠点から生み出され、発信され続
ける新しい「コト」が、銀座の街に未来へ
の予兆を感じさせ、新しい息吹を与え続
けてくれることを願っている。

　日本の文化と美意識を牽引し、常に新
しい「コト」を生み出し続けてきた「銀
座」と「資生堂」。その資生堂の新本店と
して銀座・並木通りに相応しい、先進的
で美しい姿、そして、約50ｍ×50ｍと
いう存在感を如何に、街並みと融合させ
るかを心がけた。「先進性・豊かさ・オリ
ジナリティ」をコンセプトに、景観とし
ての建物表現から、外装、内装からアー
トに至るまで、シームレスにデザインを

一緒に創り込んだからこそ、満足度が高い

資生堂ジャパン株式会社
コミュニケーション統括部長

小出 誠
Makoto Koide

施工者
より

＞＞ 資生堂銀座ビル

時
間
の
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ま
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ま
な

工
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克
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し
、
安
全
か
つ
効
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な
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が
な
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れ
て
い
る
。
複
雑
な

デ
ィ
テ
ー
ル
の
ア
ル
ミ
シ
ェ
ー
ド
に
関

し
て
は
、
建
築
主
と
共
に
、
実
物
大
モ

ッ
ク
ア
ッ
プ
で
デ
ザ
イ
ン
性
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
を
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認
し
、
風
洞
実
験
、
層

間
変
位
追
従
試
験
、
防
汚
試
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ィ
テ
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、
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銀
座
の
新
た
な
顔
と
な
っ
て
い
る
ア
ル

ミ
シ
ェ
ー
ド
は
、
美
顔
と
同
様
に
、
化

粧
品
（
光
触
媒
塗
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と
洗
顔
（
年
一
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の
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掃
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を
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る
。

　

建
築
主
の
企
業
理
念
で
あ
る
「
美
し

い
生
活
文
化
の
創
造
」
を
設
計
者
、
施

工
者
が
お
の
お
の
の
立
場
で
理
解
し
、

さ
ら
に
「
資
生
堂
ら
し
さ
」
を
土
台
と

し
た
「
美
意
識
」
も
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す
る
こ
と
に

よ
り
な
し
得
た
、
完
成
度
の
高
い
作
品

で
あ
る
。
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右 ／5階から10階 の
ワークプレイス。新し
い価値の創造拠点で
ある。光庭を介してコ
ミュニケーションを誘
発する仕掛けが施され
ている。
左／屋上の「資生の
庭」。地域との交流の
場となっている。

3階ギャラリー。シェードの光に優しく包まれる展示スペース。1階から4階は「文化の受発信拠点」である。

計画概要 建築主：㈱資生堂
設計者：㈱竹中工務店
施工者：�㈱竹中工務店

所在地：東京都中央区銀座7-5-5
竣工日：平成25年7月31日

敷地面積：�1,1167.76㎡ 
建築面積：      939.75㎡
延床面積：   9,957.77㎡ 

階　　数：地下2階、地上10階、塔屋2階 
構　　造：�鉄骨造（柱CFT）　一部鉄骨鉄筋コンクリート造

株式会社竹中工務店
東京本店 設計部
設計ISD部長

濱野裕司
Yuji Hamano

を実施した。外装アルミシェードにつ
いては光造形模型による形状から製造
方法に至るまで建築主、設計者、施工
者が一体となり創り込みを行った。内
外装仕上げすべてにおいても常に三者
で意見を出し合い、力を合わせて完成
させた作品である。施工条件や要求な
ど困難を極めた工事であったが、もの
づくりの醍醐味をこの建築に携わった
全ての人が感じた。

　資生堂創業の地かつ銀座の中心地での工
事であり、歩行者や通行車両が多いことか
ら、近隣や第三者に対し迷惑を掛けないこ
とが最重要課題であった。既存地下解体時
は構台、新築工事時は先行で構築した一階
床利用し主要資材の搬出入を場内で行った。
敷地一杯に建物が建つため、敷地界際の工
事は鉄骨建方〜外装PC取付〜アルミシェ
ード取付まで先行架設した垂直養生ネット
内で施工し第三者に対し安心感のある工法

銀座・並木通りに新しい景色を創る 設計者
より

株式会社竹中工務店
東京本店調達部長

小野哲郎
Tetsurou Ono


